








― ある大学 4 年生に対するインタビュー調査 ―
A Case Study on Roles & Working Decision of a Korean Female 

















業（修了）した留学生数は 39 , 650 人であり、平成 26 年に在留資格を「留学」から「就労」に変














































　研究方法として、本章では理論的枠組みとなる Super（ 1980 ）の理論と、具体的なデータ収
集方法と分析方法について、順次説明する。
2.1　Super（ 1980 ）の理論的枠組み



















（ Super 1980、p.294、李・宮城 2018 から引用）










図 1 キャリア決 方のディベロップメンタル・モデル 


















































　語り 1 から 3 を見て分かるように、シオンは来日初期から日本人を否定的に評価していた。他
表 1　シオンの来日から最後のインタビューまでの所属及び出来事
時期 所属・身分 主な出来事
2007 年 3 月








2010 年 4 月








2011 年 4 月






2013 年 4 月
～ 2014 年 3 月






2014 年 4 月


































































































































































　語り 11 と語り 12 に語られたように、シオンは内定先の業務内容（英語教育関連、営業担当）
は気に入らないが、他のメリットがあると語っていた。それでは次節で、シオンの語りから分析
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図 3 シオンのキャリア決定の仕方  
 
図 3 のキャリア決定のプロセスを見ると、NPO 企業でのインターンシップを経験してか
　図 3 のキャリア決定のプロセスを見ると、NPO 企業でのインターンシップを経験してからは、
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らは、キャリア決定のプロセスとして Super（1980）が提示した全段階を踏んでいた。 
 
4.2 シオンの日本就職決定に影響を及ぼした役割意識  
 シオンの大学卒業後のキャリア決定を分析した結果、以下のような要因がその決定に影
響を与えていた。日本での就職決定を促進した役割意識には「+」を、阻害した役割意識に
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